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柴崎町 2 丁 B にある 
「クワトロ j では、欧 
風のオリジナル料理を 
手頃な碴段でもてなし 
てくれる。小粒ながら 
品格を感じさせるこの 
店で，ベテランの料理 
人たちの fi として腕を振るっているのが，シェフの 
宇良英昭さんだ。沖嫌は糸滴市の漁師町に生まれ宵 
ったからだろう，シーフードにも力が入る。そんな 
字良さんが今冋手がけたのは「肤 a 。 切り身をまず才 
リーブ油に浸すのはイタリア風。網焼 S にすると皮 
はこんがり t 香ばしく、白身は*みが取れ柔らかく 
なる c ざくろのシ〇ップをカラメル状に煮 a め.ワ 
インビネガーを加えて仕上げたソースは甘酸っぱく、 
さっぱりした白身に彩りを添える。喈にはまらず索 
材を活かす B 沖«出身の、おおらかな宇良さんらし 
い取り合わせの妙である u 
撮影：幷上義治 










■ 



_ •立川養護学校•裹 _D 

^修学旅行。楽しかった北海迫の 
思い出を食堂のシャッターに描く 




•立川養護学校•中等部 

時計®の文字は深く、しっかりと 
刻まれていた。授業の開始に鐘が啤る 


私はここに生きていた。 

新しい門出への期待といつも近くにいた先生や友だちと別れる寂しさ。 

両方が入り混じる、複雑な気持の中で卒業記念制作は出来上がってゆく。 

校舎のあちこちに飾られる作品の数々は、•入•人の想い出をずっと留め 
てくれることだろう 0 いつか大きくなって帰ってみても、そこにあの時の 
自分が立っている。私は確かにここにいて、ここを巣立った。 


•西砂小学校 

バレーポール全日本代表の泉 j 1 1選手の 
手型には何人も触った跡が 
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參南璽: t 見小学校 

玄関を入ると、手作りの校内案内板が 
迎えてくれた 



六角花瓶塔(左)と校 s に敷き詰め 
られたタイルの基(右) 


參柏小学校 

お削染み、柏小学校のブルースカーフ。 
校外字習には必ずして行く 






•大山小字校 

北川冬蒺作詞、中田番西作曲の 
自墁の校歌を木彫りに 
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1994 • 3 • 丨（月丨回発行) 


月刊.えぐてびあん•立 JII :語ろろ • 立 JN に生きよラ 


通巻116巻 



立川草笛友の会会長の豊泉利夫さん(砂川町）は 
外出するときはいつも、ポケットに湿らせた紙を入 
れたケースを持ち歩き、草笛に使えそうな草花を見 
つけるととっておく。それが、彼の宝物だ。 

毎日、草笛と話し統ける。 心から安らぐ天然の音/ム 
自然の奥底に流れるものと通じているからか、 

深い安心を与えずに“いられない。 


草笛 は天然の声 



4 B 宅近くの本からひ i いと敗って吹く 


f ri | 


そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

リストのお店にはいつでもえくてびあん./ 



ぼだい樹 




京樽 立 JII 两口店 

I 柴皤町 3-6-2 _ ¢521 -4640 

[ a 容ふなやま 

賴盼 6-23 ©27-2780 

I 紫箱® 3-7-4 _ 028-2211 

処晷 

柴梅® 3-7-6 _ 024-0672 

pa 光証券立川支店 

(_ 楽崎町 3-8-2 _ 024-1321 

P やき害房 

若葉印 1-8-1 036-1987 

^とんの 青木寝商 

若葉® 1-8-1 _ «36-6833 

エツソ 石油 叶きシ3ン 

若葉町 2-1 _»35-3081 

『::一—い なげや店 

1 若蕖町 3-21-1 _ »37-4119 

ト ミネ fflll 店 lFSfl 

I 播 ©2-1-1 _ _«27-1411 

[]レ ミネ 2 JII 店 FS 付 

I 格® 2-1-1 _ _〇27-1411 

pTT テレコムブラ削 I 

曙町 2-1-1 _ 027-4210 

icafe バーゼル 
I 曙町2づ1 _ «23-3746 

["パテ ィスリー バーゼル 

I明町 M1 _ 023-3746 

j ロッテリア立 JII ルミネ 店 

啊2+1 024-7433 


給り-振込は 


〈ハ ー h の雄行〉 


令闻約細か店の便利さを 
ご活用ください • 

•を人切 ^ Lit 


—第一舫系領行 


二: 


住友銀行立川支店 
W 町 2-17-15 022-6171 


暌茶ア 

パン 

曝町 2-17-15 

C27-4479 

日の出屋 

本店 

薄町 2-2-18 

©22-3308 


東京靴流通センター 

砂川町 1-50-4 

037-3641 

JA 経済センター立)II店 

砂川町2普3 

036-1824 

JA 栗京みどり立 ill 支店 

砂川町 2-44-3 

»36-1821 

ビジネスホテルクボタ 

賴町 M2-23 

022-1122 

中華料理み上し 

柴货町 2-10 

«25-3873 

石原薬 

丨局 

町 M0-3 

023-4067 

輪 輪 

館 

柴埼町 2-12-17 

022-8100 

串揉 WK1 烹 

トントン 

嫌町2+3 

024-4521 

寿司 

由 

榮梅町 2-2-8 

022-3733 

ブティック 

U ツチ 

柴崎町 2-3-10 

028-2064 

|キヤノン0〗シヨツブ 

1柴玲町2-34 

»28-1501 

|マイシテイ八ウス 

| 柴 《* 町 2-3-6 

©26-0148 

| カフ1レストラン ほまれ屋 

| 細印 2-4-15 

C26-2232 


ファッション八ウス ほまれ屋 
荣《 町2+15 025-2788 


ラちのやブルマン 
羽衣町 1-18-17 024-9280 


ほくしんク U —ニンク 
錦町 2-5 023-3490 




いわさわ商店 
羽衣町 2-11-3 022-2904 

錦 

セガ S 薬局 
錦町2づ-8 025-9212 

みずぼ弁当 
羽衣町 2-3 022-9597 

町 

マルミヤスポーツ 
，印2-7,8 «22-2912 

赤松タバコ店 
财町 2-42 024-7852 


そば高尾亭 

鎢町 5-5-31 022-2710 

中島5£腐店 

羽衣町 2-12-34 022-5723 

幸 

BS タイヤシ3ッブ 佐藤®会 
幸® 5-10-2 037-0912 

和風レストラン：！屋 
羽衣町2-ル卩 &26-3698 


いなげや立 JH 幸店 
幸町卜 23-6 »37-1820 

テイ U- ストア_酿 
朱町 2-46-3 «36-8285 


ロッテリア立川砂川3番店 

幸町 4-38 «37-4413 


永光薬局 
宋® 2-58-7 036-0206 


立川文庫 
轟松町 M-23 C25-8617 

カツト八ウスボーク 
栄町 2-59-8 036-6716 


横町屋菓子店 

S 松町 MV23 022-2609 

英容室ア U ス 
HSUM5-21 »25-1100 

高 

新藤青果店 
萬松町 2-3-13 022-6443 

coffee shop 遊香 
坊町 V4-24 ©27-3840 


スーパー やなぎや 
畐松町 2-5 022-4322 

松 

ステーキの U ブレ 
拥町 1-8-3 027-1630 

町 

フレンド窖房 
»tt®3-18-2 027-1555 

そば青柳 
錦 W2+27 «28-2345 


や吉や杏亭 
W&Q3-21-4 «25-6658 

T A P A S 

货町 2-2-29 029-0733 


CAFE-RESTAURAWT JIP-JQP 

»松町 3-27-27 025-2030 



びあ 


I • < 


人がゐて、街があります。 
あなたがゐて、立川があります。 



第ー デバート 2 FSR ^ ンタ_ 

W 邸 2-2-25 _ 027-2021 

富士銀行 立 JII 支店 

靨町 2-4-6 _ 024-3121 

あら 并鯧 e 本店 

W 町2+12 _ »22-2957 

二木のパン 

，印 2-6 _»22-2278 

三上 鰹節 店 

»町 2-8-30 _ 022-3259 

ホワイト八ウスフロム中《 

»町 2-11-2 _ 025-8558 

パサージユフ□ム中武 

B 印 2-11-2 _ 028-2338 

フロム 中武 受付 

潯町 2-11-2 一》24ヮ111 

ケン免终イ75イドチキン棚 

«®2-12-16 »28-2636 

パットパットゴルフ 

杲邸一 _«25-2340 

リーセントパークホテル 

*士 見町 2-1-8 026-3111 

残堀 S 店 

S 士見町 4-1-2 027-7457 


柴梅町 2-4-18 028-0556 


コマツホーム 

ft 崎町?- 4-6 

m 5,5811 

睽茶キヤリー 

棚町2+7 

»28-2630 

かみゆい© 

わ 

柴《©2-4-8 

022-8202 

芹沢ガラス店 

柴«町 2-4-8 

022-3065 

小 室 

1：，： 

柴 町 2-4-8 

»22-2894 


立川ミロ画材 
柴崎町 2-4-9 022-6065 


マエダ文具 

柴 1* 町 2-6-2 

025-6584 

< 0 

や 

柴綺町 2-9-3 

023-2590 

| 立川高等技芸学院 

柴崎印 2-9-4 

022-3424 

ブックスしんあい 

柴«町 3-1-1 

027-6701 

松山堂薬局 

柴» 町 3-13-25 

W22-2550 

こむろ酒 

店 

榮 » 町 3-14-3 

022-2613 

ゴンフアノン•クボ 2CJII 店 

柴 1$ 印 3-4-2 

027-7413 

か つ 

: 

柴«町 3-5-2 

025-7647 


【 J _ 



昨年11月 • 

立川テプ n ギ 
ヤラリ—にお 
いて雾中地 tl 
\陶：^ 勘の私**-?校三 
ま rby 校にょる r 第 
S 回合！一:拘芸展』が W かれた“型 
パゥロ^®: IKJ 等学校(八は 
必修科 H の*択肢に陶 S のコース 
を»けており、この陶芸埏にも初 
问から雾くの作品を出展している。 

fi 山優大君は二年中になつてこ 
の n 丨スを 3 S / V だ。茶碗や fE 器で 
はなく，人杉を作つた坪山を？ JI ね 
る t 「まだろくろが上手に使ぇな 
いから」と照れ笑い"それがかぇ 
つて効を* L 、 陶器の枠にとらわ 
れない自由な雰网芄があふれる作 
品が出来上が-〇た•一つ一つの上 
の魂が•入問の持つさまざまな衣 
fff をユ—そラスに紐り、眺めてい 
ると*わず®がゆ‘るんでしまぅ。 
バスケット•ホ—ル部の i 将もつと 
め，ギターを禅くことが大好きな 
& lli « t この •# からは三年生■父 
親の ft 半の関係で海外生 ffi の経觖 
を待つ彼は • H 本と海外との文化 


みたいといぅ•未来の国際人をめ 
ざす少年の手によつて心を4えら 
れた人形たち U .© を , #せあつて、 
今 n は.一体何を S し合つているの 
だろうか。 


•令^^辛； t ^* urr 4. T1H >^ c)r 
' e S l^oxu ぞふ幻 X 9令 

呦 G 激 

1 

o (&*¥9 nrroi 辛 X 工 

一{士 

Gf/^w 


東風 


冬 B を思わせる大核がま 
だしばらくは絞くのかも知れない 
だが、#の^«は口垴しに® くな 
つている。そもそも • 204!:一の 
立#から、もう私たちは「#」の 
屮に栳んでいるのだ •# は名のみ 
であるが、それでも確^に莽の分 
块はふくれて，^が渊閲の頃にな 
ると riffi 视」の表税がとてもょ く 
似合う ♦立 #の卵は立つ t いう SA ' 
が rrwl を眼わせたことがあつたと 
いう* UK 和20年，敗戦の年の立存 
で、 n 本では11:枘しに敗<£^くな 
々てきた頃。中卵が立とうが阏れ 
ょうが問驵の外であった•翌，21 
年にも上海で突駚が rr われて•米 
g の通 te 什も*ちあつたことから， 
||1-界中にニユースが流れた。=:本 
でも案験が行われて•タィブラィ 
夕—の上に ft つている- , *4*の卵」 
が新 IW に银じられたのだといラ ♦ 
昭和22年•はやくも屮谷宇冉郎さ 
んが，卵は立*でなくても立つと 
Is い切べて.その urat 共に 0 
自分でも^騃を操り返して•雉度 
めかに成功する话が名 tf -1 立存の 
卵；<:!?かれている ♦卵を 立てる 
には細心の ( 11 荩力 t 根 51 が必®な 
こと勿論だが•もう一つまず •>/. た 
ないヶースがある t 中谷さんは記 
している**4つと^じていない入。 
これである令屮谷さんの奥さまが 
卯を n い llfr くと売つてもらえな 
い、什->/がないから家に病人がい 
ると方便を«つたそうだ。これも 
時 ft だろうか ♦ えくてびあん人 
さくみえて存立つ n 


! KAlA (3] ft 興 icUJ 籤久小林 iE 史 K 川 a 
名.?«||中 n 较1«并正弘 ■] 田* I 

山田惠 -T 

一 ^ 輿 | 天 1?<£||; 板供 | 明麯上«治 

スタジオ〜 63 相 lllle* 沼 BII 


哲の李 ® になると思い出すことがある。 

それはもう三卜年も荊のこ t である0西多^地方の* 
る山間の中学校で教えた A « のことである。3時は今は 
ど商校進学率が商くなく • 半&以上は屮^校後すぐ 
1:就職した U %ど U 立川市や八王子市、それに昭 ft 市の 
$企茉に就職したが•屮には千代田 R や区の ffi 心 
に就職したものもいた。 

A 沿は中央区の従業貝5名程の和菓子屋に M 職した， 
内$1で口の*い A 君がはた L てうまくやって行けるか -D 
妃しながら送り出1た**しばらくは手»をくれたり1て 
いたが，やがて、在倍 t 途絶えた•それから • 2年も過 
ざた年の®れに、私の家1:突然 A 若が訪ねて米た-久 L 
振りの再仝で活も弾んだ■口の乐か-〇た昔の而釤はもう 
無く、立板に水のように流暢に近況を；紐ってくれた。し 
かし、時祈ふつと寂しそうな，思い結めたよラな表憤が 
よぎるのが気にな C た•苦労 L ているんだねと a うと& 
に iK ぐんで黙って Li った u I ばら く.. * て*職鳩での人 
問関係で苦労 L ていることや盗 SI 事件で疑いを掛けられ 
ていることを話し*店を辞めようと思つてい*〇ことも語 
つた。人生には色々なことがある。 ft けずに頑張ろうと 
お説教じみた说得を技々と I たが，そんなことでは$1が 
哨れないようだ • 

そうだ，何 t か1忘れて*久し拫り1:5取山へ行って 
みようかと S つたら、うんと胡いた。 

押し入れを引っ！ s き回し、冬山 atlj の装備を揃えた* 
かなりの® .» になつた。 

翌《、奥务牵湖の上流の山梨 . Is の鴨沢登山 IU から软り 
•EG ’大？ 祁は淑い 前^ 候が 
明れると ic つていたが •ま^ だろ -I 
とたかを くくつて w つた。^あた 夕 



ら案の 定 * S が厚くハ土 

ち r -- •風 も吹さ as-J • 

まった。必死に耍 

A 君とはぐれてしまつた•大きな^で A 君の名を呼びな 
i I >TI- J/ 4# • i • • /% »— ( p i* (-17 I 

であった•急に gig ぎがして米た。 

それこそ、慌てまくって30分も探 t ただろぅか。吹 {fl 

の中から5紛れの A 君の姿がぼんやりと規れたときには、 

心底 a っとした。ザィルで体を結び*町営奥多*小屋に 

向かった。 


小 S で熱いラ I メンをすすり、やっと人心地がついた C 

吹古がどラやら11-んだら L い。シユラフ1:入つて河時問 

は眠ったが，あまりにも寒くて目が党めた。 A 若も目覚 

めているよ5なので、起き出すことに I た•山 m までそ 

んなに速くないので rr くことにする。 IT 勧を nn 始すると 

体が 11 ¢まつて来て、寒さはそんなに51にならなくなった。 

しか I ，頬につきささる祖は寒さを通り越 lffi く ®じた U 

咀で雪•か飛ばされたのかそんなに M もっていなかった。 

思<>たよ々！：1く山 m に吞いた。柬の空が紫から赤に変わ 

り、太«が上り始めた。ご来光である。荘«なシンフォ 

二—の- tt 開きである。苦労して fi って来たせいか•こと 

さら•惑抑的に見ぇた。壮大な大自然の光-®を兌ている 

内に*人間なんかちつぼけなものだと改めて®じた • 

A « は何も3わず<:じっと見ている。彼の•知に®が一 

瓶流れた e 

•卜山は三条の湯経 Itl に I た❼三來ダルミからの山版の 

ig には所 tel : 吹溜りが出来ていててこずったが•予定の 

時問で三*の沿に»いた。そこからの長い林 ifi 少きには 

いささか閉 PL たが•何とか te $ l : バス停に#いた。 

立川の K で別れるときに A 君は- tfft は•承張る。絶纣頑 

張るよ」と力強く宫った a 


こと # W 答 : 48) 


漢字 I 字挿入せょ 

見切り 

□両 

流行物は 
门り物 


大胆おいし-〇 

杵納にして、しかもナィ—フ•ま1きめの皿 CK カツと 
ミルフィ—ユ本体奄 S いだところ C シ I フの心蹼気が In わ 
つてぐる。生 COI 6 を惜し気ちな<ド1>-^とかけ 、V 
チゴちドンドンとのつけだあた0度 K もある。と C か<ボ 
U ュ—ムがある。^!食べて結礴ぉ斑いつばいになつたあ 
た0から，おいおい16だ g あるよ•と、あと半分食べれ 
るのは a しい至插の®み •* 筋を N 1し、 evr る翔の 
漢足想にだつあだりにシ h フの科理 e 字、人生 R か*/〇| 
品である。 


所え<てびあん ！^ S 

平成六年111月一日発行 

発行所えくてびあん網嶷 X 房 

東京都立川！ Etf « iJ 2- l 7 -b 

杉田ビル 6 U . 〒|» 

霣坊〇0二五加〇〇82 

FAX 0四二五 12 EI 丨237 

«奥発行人 

立 i 介 

印明 m ㈱ 大«ヒ 


• 兑笛に魅了された人たち 

「吏際に音を出してみないと、ど 
んな音が出るか分からないんです 
よ」一枚の葉っぱ片手に、睹々とし 
て語るのは、「立 Ml 草®友の仝」会長 
の®泉利夫さんだ。卓®との m 会い 
は、•昨年の十 I 月。砂川公民舱で 
自然教室「野の来器•苹笛」が朗か 
れた•荜®の杳色が•参加した人た 
ちの J 4* からすっかり離 n なくなって 
しまう◊そこで•草笛の響きに魅 r 
された人たちが中心となり、友の仝 
は結成された ■ M 会は•公民館で， 

毎 H 第 • 一， ® 四±瞄 n に单笛演葵束 
の W 津哲也さんより毕 ffi の^導を受 
けている■坝在，会 S は1~卜代から 
八十代までの約卜人"ほとんどの方 
が初めてで、 i & 初はなかなか吹くこ 
とができない。そんな人でら、どう 
にか S - が出るようになると、会に熱 
心に通い出す。なかには•幼い頃苹 
K に ta れ親しんだ人もいる- 

• 子供たちに Mi れて 

「人によって音の出し方にも遠い 
があり、自分の n に合った葉がある 
んです」こ•フつぶやきながら®, M さ 
んは * 用のかしの葉で•切なくどこ 
か懷かしい»色を赛でてく n る"始 
めた頃は•毎 H 三十分練 W しないと 
気が ti なかつた。吹けるようにな 
ると、今*は自分で栾しむだけでは 
fe き E らなくなった。それで時おり， 
子供の森 <昭和記±公®)の苹®救 

室で演赛家の河津さんに従って•子 

供たちと一緒に吹くようになった。 

签段 • 6然に触れることの少ない子 

供たちも • *朴な苹 al の音 ci を架 L 

んでくれる。そんな M 邪気な-7*供た 

ちを a ていると、*心を取り戻 I た 

51侍ちになる ◊ 

• 「笛」に宿る命 

单笛は、毕の一®に.&を m 中的に 

吹きかけて、®1に榨した部分の振 ； g 

で&が出る。さらに息の強弱でメロ 

ディが付けられる。たった一枚の* 

っばで裔楽を#でる毕 IT 人それぞ 

れ違う個性を持っように、葉も一枚 

一枚が様々な i ¥ 色を S かせてくれる。 

『单だけでなく •これでも吹ける 

んですよ - Jf さんは•窓の片隅 U 

飾つてある鉢：£えのシクラメンをそ 

っと©に当てた。奂でられた曲は「シ 

クラメンのかはり」。|片の花びら 

が， SSI さんに命を託しているよう 

だった。 

真如苑だより 

3月は弥 ^ r r ヤ3ィ J とは苹木 

いやおい茂る，つまり^木のいよ 

いよ生い茂る月ということです。 

瑷かな存の光を«じて*虫たちも 

土の中からそろりそろりと出て米 

ることでしよラ。そういえば、人々 

t 新たな氕持ちで，何かを始めた 

くなってくる季節です。 

*'萤を狗いっばい1:ふくらませ 

る三行。|*(.如矩では • 资さまのお 

控しをお侍ちしております。 

■ a 時 3 E : l4 ag 

3時〜5時 

■卻 本#-、 A 如宝物館を a じめと 

して映 E など^りだくさんの用 . S 

がしてございます • 

■お申し込み 

は「えくてび 

あん•コンパ 

ニオン」{本誌 

を手渡してく 

れた人》へ。 



立川では昭和17年に町制が施 
行されて•現在の町名が定枒し 
ました。钸町は，人正時代に行 
われた陸¥大演》での，錦の御 
flcfT 進にちなんで命名され 
ま I た。明町と羽衣町の 
命名の経絲は、当初、飛 
行場のある駅の北側を羽 
衣町として、今の羽衣町 
方而を立川の中でも柬寄 
りなので B * 町にしよぅ tL 
ていました•ところが、あるこ 
とから予定の町名が入れ锌わり、 
現在のように命名されたのです。 
さて、その laffltu ? 



① 羽衣町の鈷1が進む間に 
飛故が增ぇたため 

② 駅北渊の住民が羽衣の町 
名に反対したため 

③ ¥が飛 rf 埸の町名として 
软弱だと反対したため 

〔2 月号の答〕❶ 

立川市の布枞敢収丰は 
98パーセント超と三多« 
で一番です1立川通りはい 
つも? g みあつていますが、比敉 
するデーダがなくはつきりしま 
せん-駐毕違反の検竽率はかな 
り高いょぅですが秘密!?とか" 


冨士見町 


砂川町 


立川1泳協会が三十周年 

今年、钿立 30 周年を迎えた立 

川市水泳協会 (ra I 輿会長« 

その記念祝 tt 会が ln 29 In •リ 

丨セントパ—クホテルで催され 

た。はじめに関会長 (» 町}が 

挾拶に立ち、三十年10の道のり 

を ffi り返りながら「水に悚れて 

集つた私たち U •今後も Ilf 民 

水泳接及のため•協力して 

頌張ろぅ」と呼びかける 

と、米寅の小： iiS 人郎 

n 本水：冰迚一 I 副会及も 

「い.' II か、 ic に立 

つ进手が生まれるょラに」と 

激呦の1 K 菜を述べた。会： C ： 千余 

名を抱えるまでに成技し"マス 

夕1ズなど^ 

全国レべル gido 

の太会にも洛ホ 

数多く人黨 ^ltm 

してぃる立^ュ 

水3 r 大き p 

な節 S を迎¥ 

え、 5 e なる^' 

活播が期待 G 

される。 




立川で研かれて全国へ 

e ll 月？ 3 H . 

顆 

のデザインを検讨するために、 

全139で4ヶ所に試作ボストを設 

S 1 た。そのぅちの2ヶ所がわ 

が立川市内であ c た。立川駅 

北口荊には角型タイプで今 

i での色をょり H 立つ赤 

に変えたもの，*；^•川 

ロビル朗には従米と同じ 

色ながら丸みをおびたタイ 

ブがお Bii えした"この新し 

いボストは，四基それぞれに形 

t 色が輿な0，設®期問は、わ 

ずか2ヶ《と短いが、*-民の評 

判をもと (:£ なる改良が t ねら 

れて•平成7年«には！ g 終的な 

デザインが決定される T 定。現 

在のポストと比較した立川市 K 

の辛 IJ の 

益— 
































































































































































延秀の 

PARKS-. 

_地よい®,ゼ^子供^ - 
F の 遊び声。 f 军は公囫と話そ5〇 _ 

»3 @川越迫緑地と古 K 家 1*1 




少年と犬が£ or 行'3た辺りから、林はオレンジ色の 
夕曝に S まれ»めた*爸无に瞄つた管は' 半日 li どの 
B * しに*けて，う0すらと通0 r いた • 





HEV 






矽川 

«5 


川9蓄の旧小林篆«宅を 
tfc 


km 











